
呉市立吉浦中学校

１ 研究主題

「心豊かで，活力に満ち，自ら考えよりよく生きようとする生徒の育成」

～全教育活動を通じて生徒の道徳性の育成をはかるために～

２ 研究の概要

学校行事・生徒会活動・学級活動・総合的な学習の時間などにおける様々な体験活動，また，

日々の学校生活における朝の会・帰りの会・清掃時間といった日常的な活動における体験など，学

校教育活動のあらゆる場面を道徳教育実践のチャンスとしてとらえ，それらの実践のかなめの時間

として「道徳の時間」を位置づけていく。

３ 心に響く道徳の授業「ベスト３」

ブラックジャック「目撃者」ブラックジャック「目撃者」
○人間愛 ２－（２） ○出典「ブラックジャック」（秋田書店）
○困難な状況にあっても常に患者の立場に立って行動する主人公の生き方について考えることで他者への思いやりの心情
を育てる。

住所 ：呉市狩賀町８－６
TEL 0823-31-7570：
FAX 0823-31-2837：

http://www.city.kure.hiroshima.jp/~yosc/URL ：
発表者：平田洋一

授業後の生徒による自己評価授業後の生徒による自己評価

ブラックジャック「目撃者」
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この授業ではここを工夫しましたこの授業ではここを工夫しました

①漫画を題材として取り上げたこと
→そのまま使うのではなく再構成したものを使用

→当然，使用許可は手塚プロダクションからえました。

②ネームプレートを活用したこと
→黒板にネームプレートで意思表示することで意見も
出しやすくなる。

③板書を工夫したこと
→カードや絵を利用して分かりやすいものにしていった。



志村けんさんに学ぶ志村けんさんに学ぶ
○常識・礼儀の大切さ ２－（１） ○出典「志村流」（マガジンハウス）

がら，あらためて「常識」「礼儀」を大切にしていこうと○志村けんさんが仕事の上で何を大切にしているのかを考えな
する態度を育てる。

わずか「２００ｇ」の失格わずか「２００ｇ」の失格
○ルールとは何か ４－（２） ○出典「スポーツニュースより自作」
○トリノ五輪の原田選手の失格問題を取り上げながら，ルールや規則について考え，「知らなかった」「間違った」では許され
ないルールや規則があることを知らせる。

志村けんさんに学ぶ
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わずか「２００g」の失格
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この授業ではここを工夫しましたこの授業ではここを工夫しました

①生徒たちになじみ深い人物をとりあげたこと。

②志村さんの一般的なイメージとは異なるメッセー
ジを授業の中心テーマにしたこと。
→「コメディアン・志村けん」と「常識・礼儀」～この両者のギャップがより大きな
効果をもたらす。

③志村さん自身の言葉をもとに彼の生き方
をノンフィクションの読み物にしたこと。
→つくり話ではない，実際の出来事や人の生き方に生徒は関心を強く示す。

④「総合的な学習の時間」での「高校訪問」と
の関連で授業を実施したこと。
→様々な取り組みや体験活動を道徳の時間で補充・深化・統合していくことを
大切にしている

この授業ではここを工夫しましたこの授業ではここを工夫しました
①オリンピックという生徒の関心が大きい話題を
取り上げたこと

②生徒自身の体験とつなげて考えやすい発問とし
たこと
→スポーツを題材とすると，クラブ活動でがんばっている生徒たちから予想以
上に深く考えた意見が出されることがよくある。

③資料提示をパワーポイント・ビデオ・読み物など
多様なものにしたこと

④ネームプレートを活用し，板書を工夫したこと
→ネームプレート・カード・写真・新聞記事などをわかりやすく配置した。












